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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　［発明の概要］
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　本発明は、式（ＶＩ）：
【化１２】

で表される化合物を、式（Ｖ）：

【化１３】

で表される化合物から合成する方法を対象としている。
［但し、Ｒ１がＨ、炭素原子数１～１２個の直鎖のアルキル、炭素原子数３～１２個の分
岐アルキル、炭素原子数３～１２個のシクロアルキル、炭素原子数２～７個のアルケニル
、炭素原子数２～７個のアルキニル、又は炭素原子数７～１２個のアリールアルキル若し
くはアルキルアリールを表し、これらの全ては必要により置換されていても良く、
　Ｒ３及びＲ３’がＨを表し、
　Ｒ４及びＲ４’が相互に独立して、Ｈ、炭素原子数１～１２個の直鎖のアルキル、炭素
原子数３～１２個の分岐アルキル、炭素原子数３～１２個のシクロアルキル、炭素原子数
２～７個のアルケニル、炭素原子数６～１２個のアリール、フラニルメチル、炭素原子数
７～１２個のアリールアルキル若しくはアルキルアリール、炭素原子数２～７個のアルキ
ニルを表し、これらの全ては必要により置換されていても良く、又は
　Ｒ４及びＲ４’は、これらに結合する環の炭素原子をともなう場合、カルボニル基を表
し、
　Ｒ５～Ｒ８が相互に独立して、Ｈ、炭素原子数１～１２個の直鎖のアルキル、炭素原子
数３～１２個の分岐アルキル、炭素原子数３～１２個のシクロアルキル、炭素原子数２～
７個のアルケニル、炭素原子数６～１２個のアリール、炭素原子数２～９個のヘテロシク
ロアルキル、フラニルメチル、炭素原子数７～１２個のアリールアルキル若しくはアルキ
ルアリール、炭素原子数２～７個のアルキニル、フェニルアルキニル、炭素原子数１～８
個のアルコキシ、炭素原子数７～１２個のアリールアルコキシ、炭素原子数１～１２個の
フルオロアルコキシ、炭素原子数１～６個のアルキルチオ、トリフルオロメトキシ、トリ
フルオロエトキシ、トリフルオロメチルチオ、トリフルオロエチルチオ、炭素原子数１～
７個のアシル、ＣＯＯＨ、ＣＯＯ－Ｃ１～Ｃ１２アルキル、ＣＯＮＲ１２Ｒ１３、Ｆ、Ｃ
ｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、ＣＦ３、ＮＯ２、炭素原子数１～８個のアルキルスルフィニル、炭
素原子数１～６個のアルキルスルホニル、ピロリジニル、又はチアゾリジニルを表し、こ
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れらの全ては必要により置換されていても良く、
　Ｒ１２及びＲ１３が相互に独立して、Ｈ、炭素原子数１～１２個の直鎖のアルキル、炭
素原子数３～１２個の分岐アルキル、炭素原子数３～１２個のシクロアルキル、炭素原子
数６～１２個のアリール又は炭素原子数２～９個のヘテロシクロアルキルを表し、これら
の全ては必要により置換されていても良く、
　Ｒ９がＨ、炭素原子数１～１２個の直鎖のアルキル、炭素原子数３～１２個の分岐アル
キル、炭素原子数３～１２個のシクロアルキル、炭素原子数２～７個のアルケニル、炭素
原子数２～７個のアルキニル、炭素原子数２～１２個のアルコキシアルキル、炭素原子数
７～１２個のアリールアルキル若しくはアルキルアリール、炭素原子数１～８個のシアノ
アルキル、炭素原子数２～１６個のアルキルチオアルキル、炭素原子数４～２４個のシク
ロアルキル－アルキル、炭素原子数６～１２個のアリール、又は炭素原子数２～９個のヘ
テロシクロアルキルを表し、そして
　Ｙが結合、ＣＨ２、ＣＨ２ＣＨ２、炭素原子数６～１２個のアリールを表すか、又はＲ

９とＹが、これらに結合する環の炭素原子をともなう場合、炭素原子数３～８個のスピロ
環シクロアルキルリングを更に形成しても良い。］；上記の方法では、式（Ｖ）で表され
る化合物を分割剤と一緒に溶解させて、再結晶化によって式（ＶＩ）で表される化合物を
得る工程を含む。
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